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は じ め に 

代 表  村 松 敦 子 

 

１ 元号が変わりました。 キャプネットの活動も２０年を経過し、現状に合わせた変革が求めら

れていると思います。 

 

２ キャプネットの 1９期（2018 年 4 月～2019 年 3 月)の主な活動報告と今後の方向性につい

て。 

①  電話相談は４７７件（新規４１件）です。 

前年度は２５６件（新規４２件）で、新規が１件減少で、継続の相談件数が急増しています。 

広報活動に努めたことの反映とも思えますが、新規の件数が増加しないことからは、まだま

だ虐待環境にいる家族にキャプネットの存在が届いていないことだと思います。工夫が求めら

れています。 

電話相談員の実働は現在３２名ですので、引き続き電話相談員の増員を目指します。 

②  昨年も指摘しましたが、キャプネットの力量を個別ケース検討会議においても利用していただ

けるよう、要保護児童対策地域協議会の実務者会議のメンバーとして位置づけてくださってい

る、仙台市、富谷市、多賀城市への働きかけが必要です。 

③  母親グループ（託児付）への参加は、新規加入が４名で、総１８４名、平均参加人数 2.8 人

です。前々年度より減少傾向が続いています。 

 言いっぱなし、聞きっぱなしのグル－プは、自分をみつめ、振り返り、明日への行動につな

げていくもので有用です。このグループの効用を広め、活用してもらうための工夫が必要です。 

④ 予防活動としての「楽になりたい子育て講座」は８年が経過し、２回開催が定着し、好評で 

す。殴らなくても、怒鳴らなくても子育ては出来ます。これを文化にまで高めましょう。電話 

相談などでの「楽になりたい子育て講座」参加の呼びかけをして、このプログラムを更に養育 

者に広げていきます。 
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３ 県や市、政党や政治家への働きかけも視野に入れ、キャプネットの方向性を今期も話し合いま

しょう。 

前年度、会員数２２５名だと年間で３０万円前後の赤字となるとご報告いたしましたが、今期

５０万円の赤字が現実となりました。運営委員会で、月会費１０００円の維持会員を募集するこ

とが決定されました。ご協力をお願いいたします。 

今後とも宜しくご支援をお願いいたします。    
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１．電話相談 

 

1）電話相談体制について 

 電話相談はキャプネット・みやぎの基幹支援事業です。昨今、虐待に対する関心が深まる中、相談件数は急激

に増えています。こうした状況の中で広報活動に一層力を入れ、LINE 電話の対応、フェイスブック、ツイッター、

ホームページ、FM ラジオ出演、他団体との連携など情報配信に努力しています。電話相談は孤立を防ぎ、心の

元気を取り戻すことができるよう相談員は研修会などで研鑽を積んでいます。 

年 月 受付 回線 

1999 年 10 月１期 週１日土曜午後のみ 1 回線 

2000 年 5 月２期 週 2 日 月曜 土曜(10:00〜16:00) 1 回線 

2001 年 2 月３期 週 3 日 月曜・水曜・土曜(10:00〜16:00) 1 回線 

2002 年 2 月４期 週 3 日 月曜・水曜・土曜(10:00〜16:00) ２回線 

2007 年 12 月９期 週 6 日 月曜〜土曜(10:00〜16:00) ２回線 

2010 年 8 月 12 期 週 6 日 月曜〜土曜(10:00〜16:00) ２回線＋全国ナビ 

2014 年 10 月 16 期 週 6 日 月曜〜土曜(10:00〜13:00) ２回線 

      

年 月 電話相談員実働数 1 日の当番人員数 

2014 年 １５期 ３８人 ４人 

2015 年 １６期 ４０人 前期４人 後期２人 

2016 年 １７期 ３２人 ２人 

2017 年 １８期 ３３人 ２人 

2018 年 １９期 ３２人 ２人 
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４　新規相談　現在の虐待・被虐に関する待統計

虐待内容の内訳
件数（重複）

身体的虐待 6
心理的虐待 11
ネグレクト 1
性的虐待
不明 2

リスク要因
件数（重複）

親のリスク 5
子ども側のリスク 3
家族要因 3
孤立した育児 3
経済苦
その他，不明 3

虐待者の居住地
仙台市 7
県北
県南
県外
不明 12

被虐待児の年齢
件数

　０歳 1
　１歳 1
　２歳 4
　３歳 2
　４歳 2
　５歳
　６歳 1
不明未就学児
　７歳 2
　８歳
　９歳
１０歳
１１歳 1
１２歳 2
１３歳
１４歳 1
１５歳
１６歳
１７歳 1
１８歳
１９歳
不明就学 2
成人

虐待者の年齢
１０代
２０代
３０代 1
４０代 1
５０代
不明 13

虐待内容

リスク要因

年齢

身体的虐待

30%

心理的虐待

55%

ネグレクト

5%

不明

10%

虐待内容内訳 （重複選択）

親のリスク

31%

子ども側の

リスク

19%
家族要因

18%

孤立した育児

18%

その他，不明

18%

虐待リスク要因（重複選択）

０歳
5%

１才〜３才
35%

４才〜６才
15%

７才〜１２才
25%

１３才〜１７才
10%

不明就学
10%

被虐待児の年齢

３０代

6%

４０代

7%

不明

87%

虐待者の年齢
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２）電話相談員養成講座 

電話相談員養成講座は設立当初から継続し、講座としては２１期生養成講座となりました。 

第２１期電話相談員ボランティア養成講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門（ロールプレイ）講座 

日程 ２０１８年 １２月１５日（土） 

時間 講座①  １３：００〜１４：３０ 

   講座②  １４：４５〜１６：１５  

 

第２１期電話相談員オリエンテーション 

 日程 ２０１８年  ２月 ９日 

 

３）電話相談員研修について 

・ 月一回の相談員定例会を円滑な電話相談運営、情報の共有と相談員の相互理解の場とし、また、内外の講

師による研修や事例検討､スーパービジョングループの報告など相談員のスキル 

  アップの場としています。今期は７月１４日に一日研修として２名の外部講師を招き研鑽を 

深める事ができました。 

・ グループスーパービジョンを 3 グループ編成で実施。スーパーバイザーもグループ固定ではなく定期的

に交替して相談員研修の機会均等を図り、個別ケース対応や相談の質向上に努めました。 

  7 月 14 日 外部講師研修 

① 宮城県警察本部少年課 少年相談指導官 石原智子氏 

「宮城県内の非行少年の現状」（少年・家族・社会との関係性、立ち直り支援について） 

② NPO 法人 萌友 代表芳賀隆太朗氏・芳賀ヒロ子氏 

「ホームレスって？」（自立支援の手立て・虐待との関連について） 

  

日時 講師名 講座内容 

 ９月  １日 （土） 

１０：００～1２：００ 

弁護士 

村松 敦子 

子ども虐待とは 

キャプネットみやぎの活動について 

９月１５日 （土） 

１０：００～1２：００ 

仙台市立病院 

救命救急センター長 

小児科医  村田 祐二 

虐待の要因と背景 

９月２９日 （土） 

1０：００～1２：００ 

東北会病院 

ソーシャルワーカー 

鈴木 俊博 
虐待防止の制度と資源 

９月２９日 （土） 

1３：３０〜１５：３０ 

東北会病院院長 

精神科医 石川 達 

（代行 鈴木 俊博） 

養育者の支援 

１０月２７日 （土） 

1０：００～1２：００ 

ワナ・クリニック 

カウンセラー 

大和田 誠子 
自分を知るワーク 
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２．支援活動 

１） 地域ネットワーク 

1９期での地域ネットワークの取り組みは以下の通りです。 

地域ネットワーク関連会議 

  ２０１８年 

 5 月１８日 塩釜市個別ケース検討会 助言  

２４日 仙台市要保護児童対策地域協議会 代表者会議 

２９日 青葉区宮城総合支所 個別ケース検討会 

６月１１日 富谷市児童等虐待防止連絡協議会 

    １４日 多賀城市要保護児童対協地域協議会 実務者会議① 

    １５日 多賀城市要保護児童対協地域協議会 実務者会議② 

２２日 宮城野区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

２９日 青葉区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

        太白区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

  ７月 ６日 若林区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

１５日 泉区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

  ８月２８日 青葉区宮城総合支所 個別ケース検討会 

１０月１１日 多賀城市要保護児童対協地域協議会 実務者会議① 

    １２日 多賀城市要保護児童対協地域協議会 実務者会議② 

    １９日 宮城野区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

２６日 青葉区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

３１日 若林区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

１１月 １日 太白区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

 ２日 富谷市児童等虐待防止連絡協議会 

１５日 青葉区宮城総合支所 個別ケース検討会 

１４日 泉区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

１２月１０日 大和町虐待防止対策地域連絡協議会  

２０１９年 

１月３０日 宮城県子ども虐待対策連絡協議会 

２月２１日 青葉区宮城総合支所 個別ケース検討会 

      多賀城市要保護児童対協地域協議会 実務者会議① 

２２日 宮城野区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

    多賀城市要保護児童対協地域協議会 実務者会議② 

        青葉区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

２７日 泉区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

３月 １日 若林区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

     ４日 太白区要保護児童対協地域協議会 実務者会議 

 

 

1９期は個別のケース検討会での助言要請が５件あり、その中で３年に渡り定期的に行われているケースが

４件含まれています。 
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３）母親グループ事業 

  （1）1９期実績 
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３．広報・啓発  

１) ニュースレター発行 

    ５２号 201８年 ８月 

    ５３号 201９年 ３月 

 

2）講演会・市民講座の開催 

 ２０１８年 

６月２３日 キャプネット・みやぎ１９期記念講演会  

  「マルトリートメントと発達障害」〜隠れている愛着障害〜 

講師 福島県立医科大学  横山 浩之 教授 

 

２） 報道取材 

７月２８日 河北新報社 国の虐待緊急対策について取材 

   

４）講師派遣 

  ２０１８年 

   ５月２２日 仙台市子供相談支援センター職員研修 講師派遣 

   ７月１７日 アスク富沢保育園職員研修① 講師派遣 
     ２４日 名取市教育委員会公民館講習① 講師派遣 

８月 ２日 仙台弁護士会 児童虐待研究会 キャプネット・みやぎの活動報告 

８日 名取市教育委員会公民館講習② 講師派遣 

９月１６日 宮城保育専門学校同窓会早苗会研修 講師派遣 

     ２０日 名取子育て応援団ゆうわ ホームビジター養成講座 講師派遣 

  １０月２３日 のびすく泉中央 育ちの楽校 講師派遣 

  １１月 ７日 宮城県教育委員会 子育てサポーター養成講座 講師派遣 

    １８日 ママ・パパライン仙台 子育て応援講座 講師派遣 

     ２３日 虐待防止県北シンポジウム 講師派遣 

  ２０１９年 

１月２２日 日本保育サービス アスク保育園職員研修 講師派遣 

３０日 丸森町民生委員児童委員研修 講師派遣 

３月１８日 宮城県子ども・若者支援会議 虐待対応現状報告 

 
５）広報活動 

  4 月 16 日 fm いずみ「Dairy Cafe」出演 

6 月 11 日 同上 

8 月 20 日 同上 

9 月 10 日 同上 

１０月 23 日「笑顔で働きたいママのフェスタ」ブース出展 

１０月 23 日 Twitter 開設 

１０月 28 日 「子どもの虐待防止推進全国フォーラム in みやぎ」パネル展示 

１２月 1 日 「日本子ども虐待防止学会おかやま大会」パネル展示 

１２月 18 日 子育て応援アプリ「まちのび」で「お悩み Q＆A」コラム開始 

（以後、月１～2 回更新） 
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4. 予防活動  
 

『楽になりたい子育て講座』活動報告 

 

 「子育て講座」の予防活動は８年が経過しました。第１７回及び第１８回共に、トレーナー４名で活動を継続

することができました。託児スタッフは、電話相談員６名と、キャプネット会員協力者１名から協力を得て、託

児する子どもの人数に合わせ、ローテーションを組みながら託児を行いました。受講者は２回の講座で合計１０

名でしたが、アンケートからも分かるように高評価を得ることができました。 

クラス評価の結果を見ると、受講者には好意的に受け入れられた様子が分かります。特に、「ロールプレイが有益

であった」「他の母親にも勧めたい」という感想が多く、トレーナーがそれぞれの家庭の状況に合わせた練習を工

夫しながら母親と行う講座を、今後も継続して開く意義が強く感じられました。 

 

第１７回子育て講座   ５月１１日・１８日・２５日 ６月１日・８日・1５日 （毎週金曜日） 

第１８回子育て講座  １０月１３日・２０日・２７日 11 月３日・１０日・17 日 （毎週土曜日） 
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5．調査・研究、研修 

 

 １）毎月１回 相談員グループスーパービジョン研修実施 

 ２）毎月第２土曜日 電話相談員定例会研修実施 

  ３）1２月２日〜３日 日本子ども虐待防止学会第２３回学術集会 おかやま大会 

           パネル展示「虐待家族へのサポート資源にもっと予算と人手を！」発表  

 

 

6．関連団体との連携活動（コラボレーション） 

  １０月２０日 認定特定非営利活動法人ロージーベル関係団体連絡協議会 

  １１月 ６日 NPO 法人ひだまり 懇談会 

１１月２３日 県北児童虐待防止シンポジウム  

１月２６日 NPO 法人 CROSSOVER 虐待問題ヒアリング協力 

 

 一般社団法人マザー・ウィングよるホームスタート（訪問型子育て支援）事業に相談員を 

 ホームビジターとして、また役員を運営委員として派遣 
 

7．情報掲載  

 大和町子育て情報誌「ぽっかぽか」 

 宮城県自死予防パンフレット「つながりを信じて」 

 仙台市相談機関一覧 ホームページ 掲載 

  

 

８．助成金・寄付 

１）助成金 

 虐待問題を抱えた母親のためのグループ・ワーク 仙台市補助金交付事業 

  ４９５，０００円 

  

 

２）寄付団体 

日本基督教団北三番丁教会                    １５，０００円 

日本基督教団 仙台松陵教会                   １０，０００円 

相談員有志による手芸グループ「青い鳥」             ５０，０００円 

社会福祉法人創生会大沢シニアタウン/コカ・コーライーストジャパン  7，７８８円 

  

 ３）物品寄付 

・イオン仙台店 幸せの黄色いレシートキャンペーンより１０１，５００円相当物品 

   として事務局のパソコンを贈呈されました。 

  ・善積、鎌田、墨井相談員より４０，７００円の多機能 FAX 機を寄贈されました。 
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９．政策提言 

 １）仙台市に対し以下の通り、要望書を提出しました。 

 

２０１９年２月１９日 
仙台市長 郡 和子 殿 
 

子ども虐待防止ネットワーク・みやぎ
キ ャ プ ネ ッ ト ・ み や ぎ

 

 代 表  村 松  敦 子    
 

子どもの虐待対応についての意見及び要望書 
 
 キャプネット・みやぎは１９９９年１０月に設立し、民間団体として、電話相談、虐待問題を抱えた母親グル
ープワーク支援（仙台市助成事業）等を中心に、子どもの虐待防止活動を２０年間継続してきました。 
 仙台市の要保護児童対策地域協議会では設立以来、代表者会議、各区の実務者会議の成員としてネットワーク
活動にも協力してきた次第です。 
 
 さて、報道によると２０１９年１月１９日、青葉区在住の２８歳の母親が生後２ヶ月あまりの双子に十分な栄
養を与えず、双子の兄を衰弱死させたとして保護責任者遺棄致死の容疑で逮捕されたとのことです。さらに４人
の子どもがいたがその内、長女８才と長男４才は児童相談所に保護され、施設措置されているとのことでした。 
 
 ２００２年から宮城県内で発生した子どもの虐待死ケースは、今回のケースも含め 11件ありました。この内仙
台市で発生したものは 5 件です。２００８年に１件、２０１４年に２件、２０１８年に心中１件、そして今回の
ケースです。直近５件はすべて仙台市であり、連続しています。 
特に今回のケースは児童相談所と関係機関が深く関わっていたという点で他の３ケースとは一線を画すもので
す。 
  
 市長は１月２２日の定例記者会見で当該母子の「住所が変わっていたという事態であって、ここはなかなか次
の接触を予定していた中でしたから、児童相談所が問題だということはなかなか言えない」という答弁をされて
います。しかしながら虐待死等の重大なケースは少なくとも検証作業をした上で報告書を開示するのが通例です。
２０１４年に発生した２ケースについても仙台市は報告書をまとめています。それを待たずに記者会見で市長が
児童相談所の対応に問題がなかったかのようなコメントを出したことは残念です。 
 ０歳児であるリスク及び同胞が施設措置されていたというリスクがあったのであり、「仙台市児童虐待対応マニ
ュアル」に照らしても児童相談所のリスクアセスメントが適切であったのか、疑問です。 
 
 これらのことを踏まえ、以下の通り要望書を提出致します。キャプネット・みやぎは 
２００９年にも同様の提言書を提出しておりましたが残念ながら市から明確な回答をいただけませんでした。何
卒検討の上、ご回答頂きますようお願い申し上げます。  
 
１．検証委員会に関する提言と要望 
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 ① 今回のケースについても検証を行うこと。 
② 検証委員会はスピード感を持って検証を行うこと。 

そのための体制を仙台市は整えること 
（理由） 

仙台市は２０１４年６月と１２月に発生した虐待死の２ケースについて２０１６年５月に報告書を発表
した。重大な虐待ケースの検証の目的は子どの人権と命を守るために今後のケース対応に活かすことであ
る。検証を丁寧に行う必要があるにしても事象から２年後の発表はあまりにも間延びしている。検証報告
には少なくともケース発覚後６ヶ月から１年の期限を設けるよう要望する。 

③ 今回のケースについては、いつ検証委員会を立ち上げるのか及び検証報告の期間の目処を公表すること 
 
２．検証結果を活かす工夫はどうなされていたのかあきらかにされたい 
２０１６年の検証報告では冒頭「これらの事例を通して今後の児童虐待防止の取り組みが強化され、1 人でも
多くの命を救うことにつながることを願うものである。」としている。そして本編の問題提起と提言では以下のよ
うな点が指摘されていた。 
 ① たとえ子どもの成長が順調であっても母親の不安が続くことがあるということを、支援者は常に認識してお

く必要がある。 
② 一見して問題がないように見える状態であっても、小さなきっかけで不安が増し養育困難になるなど、注意
が必要な場合があることを知っておく必要がある。また市は、母親の不安が生じやすい状況も含め、改めて
リスク要因を捉え直し、支援者に対して周知を図ることが必要である。 

 ③ 市は、母親の産後の体調の回復やメンタルヘルスの問題について、父親を含め、母親の周囲の人に向けて広
く啓発していく必要がある。 

 ④ 妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援をどのように効果的に実施していくか検討する必
要がある。また行政が行う支援の中心的対象となる要支援世帯の効果的な把握方法や支援体制
について検討していく必要がある。 

上記①乃至④は今回のケースに関連すると思われる。活かされていれば死亡という結果は回避できていたので
はないか。今回の死亡という結果からは、残念ながら活かされていなかったと言わざるを得ない。 
検証結果を活かす工夫がなされていたのであれば、お教え戴きたい。今後は検証結果を活かすために、具体的
な児童相談所、各区の担当部署の体制強化策、及び要保護児童対策地域協議会における対応、運営体制の改善策
を国や他の自治体検証の模倣ではなく、仙台市の実情に応じた独自なものを打ち出すよう要望する。 
 
３．児童相談所の強化 
（１）児童福祉司の強化 

政府は２０１８年７月２０日「児童虐待防止対策の強化に向けた緊急総合対策」（以下、総合対策とする）
を閣議決定し、全国の児童相談所に配置されている 
３，２５３人の児童福祉司を２，０００人程度増員するとしている。これは仙台市の人口比で言えば１６人
程度の増員となる。また児童福祉司一人当たりの担当ケース数を現行の５０ケースから４０ケース相当に減
らす方針も打ち出した。 
仙台市の実務者会議では担当ケースが一人当たり７０ケースとの報告を受けている。到底子どもの命を守
る機能は担保できない数字である。最低でもこのような国の方針の基準に見合う人員強化と専門性向上を要
望する。 

15 
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（２）児童相談所の増設 
総合対策では児童相談所の設置増の促進も挙げられている。児童相談所運営指針よれば「設置数は、人口５０万
人に最低１か所程度が必要」とされている。この基準からしても仙台市には 2 箇所の児童相談所が必要であり、
増設を要望する。 

   

２）仙台市議会議員、宮城県議会議員との懇談 

 ２月１２日 日本共産党仙台市議会嵯峨議員 古久保議員と市の虐待対応について懇談 

２８日 自由民主党宮城県連 外崎女性局長、野田氏と市の虐待対応について懇談 

 

３）仙台市ひとり親家庭等自立促進計画策定のためのヒアリング協力 １１月１２日 

 

 

１０．組織運営  

 

１）会員数   ２０19 年６月現在  

 

   

 

 

 

 

 

会員数推移 
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毎週木曜日母親グループ 

毎月第２土曜日相談員定例会 

 

 

 

       

３月  １日 若林区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

  ９日 第 21 期電話相談員オリエンテーション 

      

４月  ６日 河北新報社 取材 

   １３日 運営委員会 

         １４日 Crossover イベント 講師派遣 

         ２０日 仙台カウンセリング研究会研修 講師派遣 

 

５月  ８日 福島県議会議員懇談 

         １４日 河北新報社 取材 

         ２３日 宮城総合支所子育て支援ネットワーク研修 講師派遣 

         ２５日 運営委員会 

         ３０日 個別ケース検討会議 

 

６月  ５日 東松島市要保護児童対策地域協議会研修 講師派遣 

          ８日 第２０期 総会 

         ２４日 仙台市要保護児童対策地域協議会 代表者会議 

         ２６日 青葉区宮城総合支所保護児童対策地域協議会 実務者会議 

         ２８日 宮城野区保護児童対策地域協議会 実務者会議 

             青葉区保護児童対策地域協議会 実務者会議 

         ２９日 個別ケース検討会議 宮城総合支所 

 

７月  ４日 泉区保護児童対策地域協議会 実務者会議 

    ３日 太白区保護児童対策地域協議会 実務者会議 

５日 NHK 仙台放送局 取材 

          ６日 個別面接① 個別面接② 個別面接③ 

          ９日 若林区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

         １０日 富谷市要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

         １３日 運営委員会 

         ２４日 個別面接 

         ２５日 仙台市への虐待対応要望書に対する回答 

 

 

  

 

                                     

                                   
  

２０１９年３月～７月 

活動報告 
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虐待問題に関わる、すべての方のために公開講座として開催します。 

希望する講座のみの受講も受け付けます。 

また、関係機関の研修としてもお役立てください。 
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会員更新 ご寄附 ありがとうございました。 
    ２０１９年３月～７月    順不同 敬称略 

＜個人会員＞ 
佐竹節子 佐藤せつ子 加藤真由美 矢嶋加代子 荒中 古積路子 齋藤智子 師研也  
蛯名隆三 小野敦子 小野精華 高木ひろ子 大塚憲治 安部紀司 齋藤一枝 千葉敏子  
中野憲司 長谷川淳子 福田一彦 浅野孝雄 加藤裕子 佐藤わか子 松田雅子 三星亜子 

三浦摂郎 池田正代 根元こづえ 福島かずえ 大内真理 山田かつ子 横山浩之 金沢貴彦 

遠藤克子 増子よし子 遠藤和子 丸山水穂 鎌田茂斗子 田中美恵子 南條絋 伊藤淳子 

立野美菜子 上村文子 
 
＜フラワー会員＞ 
木村和子 村松敦子 佐々木誠治 内田正之 官澤里美 田中千鶴子 小原昭子 安齋千佳子  
 
＜団体会員＞ 
鳴子こども園  
 
＜特別会員＞ 
村田祐二 板橋税理士事務所 大沼セツ子 善積則子 
 
＜法人会員＞ 
東北会病院 
 
＜ご寄付＞ 
泉大沢シニアタウン 橋本昭浩 齋藤智子 善積則子 高木ひろ子 志賀野宏 岩本幸子 
 

子ども虐待防止ネットワーク・みやぎ 

〒980-0812 宮城県仙台市青葉区片平 1-5-20-5F  

    半澤・村松法律事務所内 

TEL／FAX 022-265-8867   

mail  zimukyoku@capnetmiyagi.org 

URL  http://capnetmiyagi.org 


